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ており （Jowett, Perston, MacLeod, 2013； Richbourg, 
Thorpe, Rapp, 2007； 田中ら , 2016）、さらにオストメ
イトの自尊感情をも低くさせる （森田ら , 2006） と指摘
されている。また、人工肛門造設術を受ける高齢者の
割合も高いだけではなく、既造設者の高齢化が進んで
いることも問題になってきている （松本ら , 2006）。し






















の中央値 [25% タイル値 , 75% タイル値 ] が 72.0 [64.0, 














































メイト 177 名（回収率 17.7%）のうち不備の多かった
者を除外した 164 名を分析対象とし、オストメイトの






















は面接調査 （新田ら , 2014； 佐竹ら ,  2015） から独自




ことを示す『I have』が 10 項目、「あなたは現実をあ
るがままに受け止められる」など個人の内面の強さを
示す『I am』が 10 項目、「あなたは自分の感情をコ
ントロールできる」など困難な経験に対処する力『I 
can』が 11 項目の合計 31 項目について、「全くない」
から「とてもある」の 6 段階にて回答を得た。
3）日本語版外傷体験後成長尺度（田口ら , 2005） 
　第 1 因子「自己をとりまく状況への気づき」（11 項目）





























面接を行い、オストメイト （佐竹ら ,  2015） と家族 （新


















































































項目 実数 (％) 
性別 男性 110 (67.1)
 女性  54 (32.9)
年代 40 代以下 11 ( 6.7)
 50 歳代 12 ( 7.3)
 60 歳代 46 (28.1)
 70 歳代以上 95 (57.9)
就業 なし 120 (73.2) 
 あり 37 (22.6)
 無回答 7 ( 4.2)
病名 がん 123 (75.0)
 がん以外 41 (25.0)
ストーマの種別 一時的 
永久的 
14 (  8.6)
146 (89.0)
 無回答 4 ( 2.4)
ストーマ造設年数 3 年以下 78 (47.6)















































の 12 項目が因子負荷量 0.4 未満であったため除外し、








































年齢が 67.0 [59.0,76.8] 歳、オストメイトとの続柄は配















項目 実数 （％） 
性別 男性 39 (37.5)
 女性 65 (62.5)
年代 40 代以下 10 ( 9.6)
 50 歳代 17 (16.4)
 60 歳代 31 (29.8)
 70 歳代以上 46 (44.2)
続柄 配偶者 74 (71.1)
 子ども 16 (15.4)
 その他 11 (10.6)
 無回答 3 ( 2.9)
就業 なし 71 (68.3) 
 あり 32 (30.8)
 無回答 1 ( 0.9)
オストメイトの 
ストーマの種類 
一時的 7 ( 6.8)
永久的 96 (92.3)



























第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子
第 1因子『問題解決力』α=0.881  
あなたは病気や生活の不都合に取り組むことができる 0.919 0.038 0.003 －0.009
あなたは病気やストーマに関して不適切と思われることを避けることができる 0.902 －0.006 －0.253 0.144
あなたは自分には意思決定ができる能力がある 0.777 －0.075 0.029 0.004
あなたは自分で日常生活の不都合に対して対処できる 0.717 －0.074 0.012 0.107
あなたは気晴らしができる 0.686 0.009 0.078 －0.019
あなたは自分の感情をコントロールできる 0.675 0.064 0.070 0.070
あなたは自分のストレスになることは避けることができる 0.657 0.012 0.121 －0.092
あなたには自分から病気やストーマケアの情報を集めることができる 0.530 0.050 0.020 －0.130
あなたは自分で排泄を調整できる 0.504 －0.072 －0.039 0.021
あなたには育児，介護，仕事など自分にはやらなければいけないことがある 0.450 －0.002 －0.008 －0.229
第 2因子『家族・社会支援認知力』α=0.936  
あなたには自分のありのままを認めてくれる家族がいる －0.128 0.974 0.123 －0.136
あなたには病気やストーマの情報を共有してくれる家族がいる －0.022 0.881 －0.029 －0.035
あなたには自分のつらさや苦しさを共感してくれる家族がいる －0.008 0.872 －0.020 0.071
あなたには自分のつらいことや嫌なことを聞いてくれる家族がいる －0.057 0.864 －0.046 0.052
あなたには受診やケアを一緒にしてくれる家族がいる －0.086 0.846 －0.031 0.108
あなたには病気やストーマの情報を伝えてくれる家族がいる －0.018 0.755 －0.049 0.009
あなたには病気やストーマに関して周囲の理解がある 0.312 0.535 －0.028 0.013
あなたには困った時に相談する場がある 0.278 0.465 －0.072 0.236
第 3因子『前進的思考力』α=0.908  
あなたは困難なことも前向きにとらえることができる －0.087 0.024 0.956 0.039
あなたは病気や困難なことがあってもなんとかなると思う －0.217 －0.067 0.929 0.065
あなたはものごとを肯定的にとらえることができる 0.229 0.019 0.608 －0.026
あなたは困難を乗り越えられると信じられる 0.318 －0.056 0.575 0.003
あなたはストーマが自分の一部と思える 0.033 －0.038 0.564 0.175
あなたは自分自身の思いや生き方を変えていくことができる 0.287 0.143 0.531 －0.236
あなたは自分の今までの経験から病気や生活の不都合に対処できる 0.316 0.159 0.502 －0.058
あなたは現実をあるがままに受け止められる 0.144 －0.187 0.495 0.196
第 4因子『医療者支援認知力』α=0.970  
あなたは的確に対応してくれる医療者(医師・看護師)がいる －0.079 0.062 0.030 0.960
あなたには信頼できる医療者(医師・看護師)がいる －0.013 0.051 0.066 0.909
あなたには相談できる医療者(医師・看護師)がいる －0.058 0.072 0.092 0.873
因子間相関 第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子
第 1因子 ― 0.291 0.655 0.411
第 2因子 ― 0.239 0.531
第 3因子  ― 0.381
































がα =0.908、『前進的思考力』がα =0.970 および全項
目がα =0.936 であり、いずれも 0.8 以上の高い値であっ
た。また、家族のレジリエンス 25 項目および 3 因子
の Cronbach のα係数は、『問題解決力』がα =0.918、『支
援認知力』がα =0.913、『前進的思考力』がα =0.903














つもオストメイトが一人で行う」場合（β = － 0.201）、
が 抽 出 さ れ た（R2=0.177 Adjusted R2=0.158）。 さ ら
に『前進的思考力』では「入浴をオストメイトがいつ











合（ β =0.218） が 抽 出 さ れ た（R2=0.115、Adjusted 
R2=0.101）。『家族・社会支援認知力』では、「使用装具
の製品名やロット番号の管理をオストメイトがいつも
一人で行う」場合（β = － 0.280）、「造設年数」（β =
－0.242）が抽出され（R2=0.153、Adjusted R2=0.140）、『医
療者支援認知力』では「造設年数」（β = － 0.328）が











第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子
第 1 因子『問題解決力』α=0.918   
あなたはオストメイトと一緒に治療やストーマケアに取り組むことができる 0.972 －0.137 －0.106
あなたはオストメイトの日常生活に対して配慮できる 0.959 －0.114 －0.026
あなたはオストメイトの病気やストーマによる生活の不都合に取り組むことができる 0.906 －0.142 0.054
あなたはオストメイトのストーマのトラブルに対して予め準備できる 0.867 －0.044 －0.062
あなたはオストメイトの精神面に対して配慮できる 0.745 0.038 0.03
あなたはオストメイトと病気やストーマの情報を共有できる 0.726 0.057 0.071
あなたはオストメイトの状態や必要性に応じたオストメイトへのケアができる 0.655 0.142 －0.015
あなたは自分の感情をコントロールできる 0.577 －0.073 0.084
あなたは自分から病気やストーマケアの情報を集めることができる 0.487 0.161 －0.048
第 2 因子『支援認知力』α=0.913   
あなたには自分のつらいことや嫌なことを聞いてくれる家族がいる －0.056 0.869 －0.069
あなたには自分のつらさや苦しさを共感してくれる家族がいる －0.109 0.868 0.043
あなたには家事やオストメイトのケアを手伝ってくれる家族がいる －0.257 0.805 －0.023
あなたには困った時に相談できる場がある －0.03 0.776 0.093
あなたには病気やストーマの情報を伝えてくれる家族がいる －0.085 0.773 －0.092
あなたには相談できる医療者（医師・看護師）がいる 0.29 0.637 －0.009
あなたには信頼ができる医療者（医師・看護師）がいる 0.303 0.625 －0.015
あなたには的確に対応してくれる医療者（医師・看護師）がいる 0.367 0.534 －0.002
あなたは困ったときに相談することができる 0.159 0.470 0.228
第 3 因子『前進的思考力』α=0.903   
あなたは困難なことも前向きにとらえることができる －0.081 －0.029 0.956
あなたは病気や困難なことがあってもなんとかなると思う －0.098 －0.107 0.925
あなたはものごとを肯定的にとらえることができる －0.061 0.022 0.798
あなたは自分の気持ちに正直である －0.088 0.137 0.631
あなたは困難を乗り越えられると信じられる 0.157 －0.021 0.622
あなたは自分の今までの経験からオストメイトの病気や生活の不都合に対処できる 0.272 －0.02 0.587
あなたは現実をあるがままに受け止められる 0.254 －0.003 0.583
因子間相関 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子
第 1 因子 ― 0.466 0.595
第 2 因子  ― 0.401





















β t 値 P 値
『問題解決力』 就業の有無 0.263 3.176 0.002
R2                      0.115 排泄物に影響する食事や飲み物の知識と対応を本人
が毎日一人で行っている場合 0.218 2.632 0.010
Adjusted R2       0.101   
『家族・社会支援認知力』 使用装具の製品名やロット番号などの管理を本人が
毎日一人で行っている場合 －0.280 －3.431 0.001
R2                 0.153 造設年数 －0.242 －2.969 0.004
Adjusted R2        0.140   
『前進的思考力』 排泄物に影響する食事や飲み物の知識と対応を本人
が毎日一人で行っている場合 0.185 2.149 0.330
R2                     0.034   
Adjusted R2        0.027   
『医療者支援認知力』 造設年数 －0.328 －3.965 0.000
R2              0.129 就業の有無 －0.192 －2.318 0.022
































オストメイトが一人で行う場合 －0.345 －3.522 0.001
R2                     0.203 家族が排泄物に影響する食事や飲み物の知識を
日々の生活に生かすことができている場合 0.301 3.086 0.003
Adjusted R2       0.176 オストメイトの家族が配偶者 0.217 2.257 0.026
『支援認知力』 家族が排泄物に影響する食事や飲み物の知識を
日々の生活に生かすことができている場合 0.411 4.171 0.000
R2                     0.177 使用装具の製品名やロット番号の管理をいつも
オストメイトが一人で行う場合 －0.201 －2.039 0.044
Adjusted R2        0.158  
『前進的思考力』 入浴をオストメイトがいつも一人でする場合 －0.323 －3.288 0.001
R2                     0.194 オストメイトの家族が配偶者 0.282 2.894 0.005
Adjusted R2        0.166 オストメイトのストーマが一時的ストーマ －0.248 －2.550 0.130
 









































































一人で行う」場合、家族の『問題解決力』（β = － 0.345）
や『支援認知力』（β = － 0.201）に、また、「オスト
メイトがほとんど毎日一人で入浴する」場合、家族の













ジリエンス 4 因子および全項目の Cronbach のα係数
はいずれも 0.8 以上であり、家族のレジリエンス 25 項








容は、Grotberg （1999） のレジリエンスの 3 構成要素
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